
 

 

- 36 - 

 

１１ 保育サービスを支える保育士及び放課後児童支援員の確保について 

（こども家庭庁関係） 

要望内容 

１ 保育士の処遇改善の拡充強化及び配置基準を上回る保育士に対

する加算の拡充 

２ 放課後児童支援員の処遇改善の拡充強化 

 

（要 旨） 

１ 保育士の処遇改善の拡充強化及び配置基準を上回る保育士に対する加算

の拡充 

近年、本市においては、障害や発達上の課題を有するこどもの受入れや、

児童虐待の発生予防、乳児等通園支援事業の実施による未就園児への支援

など、保育所等の担う役割がより重要性を増しており、保育士一人一人に

掛かる負担が一層大きくなっています。一方で、広島県内の保育士の有効

求人倍率が令和８年１月現在で８．１９倍と全国で３番目に高いものとな

っており、保育士の確保は喫緊の課題となっています。 

保育士の確保が困難な理由として、保育士の賃金が低いことや、保育士

の配置が十分でなく労働環境が厳しいことなどが指摘されています。 

保育士の処遇に関しては、国において、人事院勧告に準拠した公定価格

の引上げや加算率の積み増しなど、継続的に賃金改善が行われるとともに、

令和６年１２月に示された「保育政策の新たな方向性」に基づき、保育士

の配置基準の改善なども図られているところですが、保育士の賃金につい

ては、依然として全産業の労働者の平均賃金を下回っています。 

こうした状況を踏まえ、乳児等通園支援事業の本格実施や保育士の配置

基準の改善等により必要となる保育士を含め、保育士を安定的に確保する

ことができるよう、より一層の賃金改善の早期実現について、格別の御配

慮をお願いいたします。 

また、保育士の負担軽減を図り、すべてのこどもに安全・安心な保育環

境を提供していくため、チーム保育推進加算における経験年数要件の緩和

や、いわゆるフリー保育士の配置に対する加算の創設など、配置基準を上
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回る保育士の配置に対する加算の拡充について、格別の御配慮をお願いい

たします。 

 

２ 放課後児童支援員の処遇改善の拡充強化 

本市の放課後児童クラブについては、平成２７年度に受入対象学年の上

限を小学校３年生から小学校６年生に拡大したことを契機に利用申込者数

が急増し、近年では１万４千人を超える申込があります。これまで、本市

直営の放課後児童クラブの増設や民間放課後児童クラブ事業者への補助に

より受入枠の拡大を図ってきましたが、令和８年５月１日現在で、５７人

の待機児童が生じています。 

今後も核家族化や共働き世帯の増加による放課後児童クラブへの需要に

応じて、受入枠を拡大するに当たっては、本市直営の放課後児童クラブを

増設するほか、民間活力を引き続き活用していく必要があると考えており、

そのためには、放課後児童クラブの運営に必要な人材を安定的に確保して

いくことが重要となっています。 

こうした中、国において、令和４年２月から、放課後児童支援員等を対

象として、賃金改善を行うために必要な費用を補助する「放課後児童支援

員等処遇改善臨時特例事業」を実施し、令和４年１０月からは子ども・子

育て支援交付金において同様の措置をしていただいているところですが、

依然として保育士同様に、本市直営、民間ともに人材の確保は困難な状況

にあることから、更なる処遇改善を図っていただくよう、格別の御配慮を

お願いいたします。 
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（参 考） 

１ 保育士の有効求人倍率（令和８年１月現在） 

  全国   ３．８８倍 

  東京都  ４．６８倍（全国１１位） 

広島県  ８．１９倍（全国３位） 

 

２ 放課後児童クラブの待機児童数の状況（各年度５月１日現在） 

（単位：人）  

区  分 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 

定    員 

（対前年度比） 

16,410 

(181) 

16,563 

(153) 

16,535 

(▲28) 

16,879 

(344) 

17,441 

(562) 

利用申込者数 

（対前年度比） 

12,903 

(725) 

12,200 

(▲703) 

13,007 

(807) 

14,022 

(1,015) 

14,507 

(485) 

待機児童数 

（対前年度比） 

165 

(125) 

19 

(▲146) 

96 

(77) 

47 

(▲49) 

57 

(10) 

※ 本市直営と民間事業者の合計数です。 
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３ 放課後児童支援員・児童館指導員の採用状況 

⑴ 令和６年度の採用状況 

（単位：人） 

採用試験 第 1回 第 2回 第 3回 第 4回 第 5回 第 6回 合 計 

募集人数 40 40 40 40 40 75 275 

応募者数 14 8 16 6 6 71 121 

採用者数 11 7 11 4 4 56 93 

 

⑵ 令和７年度の採用状況 

（単位：人） 

採用試験 第 1回 第 2回 第 3回 第 4回 第 5回 第 6回 合 計 

募集人数 25 5 10 5 2 150 197 

応募者数 18 5 12 11 5 48 99 

採用者数 9 2 6 6 4 32 59 

 

※ 本市では、放課後児童支援員及び児童館指導員を同一の採用試験で採用し、放課後

児童支援員か児童館指導員のいずれかとして配置しています。 

※ 本市の採用者数です。民間事業者は含んでおりません。 

※ 令和６年度と令和７年度の第６回の募集人数については、令和６年度が再雇用を

見込んで募集したのに対して、令和７年度は再雇用を見込まなかったことから  

１５０人となっています。（見込んだ場合の募集人数は６０人となります。） 


